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『
怒
り
』が
あ
る
こ
と
が
多
い
と
説
明
し

た
。
そ
の
上
で
、
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
れ
ば
、
職
場
内
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
高
ま
り
、
仕
事
の
成
果
を
上
げ
ら
れ

る
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

ま
た
、
怒
り
の
ピ
ー
ク
は
６
秒
間
と

述
べ
、
そ
の
６
秒
間
を
上
手
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
対
処
法
と
し
て「
深
呼
吸
」

「
そ
の
場
を
離
れ
る
」「
筋
弛
緩
法
」
な

ど
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
日
頃
よ
り

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
」で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
え
ば
、
周
囲
の
環
境
が
良

く
な
る
と
共
に
、
店
舗
で
の
ク
レ
ー
ム

対
応
に
も
応
用
で
き
る
と
説
い
た
。

若
手
商
業
者
向
け
講
習
会

を
実
施

群
馬
県
商
店
街（
振
）連
合
会

　

エ
ス
ピ
ー
シ
ー
関
越
理
美
容
事
業
協

同
組
合
（
星
野
信
明
理
事
長
）
は
、
１

月
24
日
、前
橋
市
・
組
合
事
務
所
に
て
、

技
術
向
上
の
た
め
の
実
技
講
習
会
を
開

催
し
た
。
講
師
は
、
神
奈
川
県
藤
沢
市

で
人
気
の
美
容
室
を
展
開
す
る
有
限
会

社
フ
ロ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト
代
表
取
締
役
・

鹿
倉
孝
之
氏
。

　

鹿
倉
氏
は
、
自
身
の
経
験
を
通
じ
、

ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
基
礎
力
の
重
要

性
を
訴
え
た
。
ま
た
、
以
前
は
、
広
告

宣
伝
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
集
客
力
を

高
め
ら
れ
た
が
、
昨
今
、
競
争
激
化
の

中
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
技
術
の
差
が
集

客
に
大
き
く
影
響
す
る
と
述
べ
た
。

　

実
践
指
導
で
は
、
カ
ッ
ト
時
の
腕
の

高
さ
や
角
度
、
目
線
や
体
の
位
置
と

い
っ
た
基
本
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

最
も
ニ
ー
ズ
の
高
い
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
の

技
法
を
指
導
し
、
練
習
を
重
ね
、
身
に

つ
け
て
欲
し
い
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。 技術指導を行う鹿倉氏

怒りを体感する参加者

理
事
長
）
は
、１
月
27
日
、下
仁
田
町
・

下
仁
田
町
商
工
会
館
に
お
い
て
、「
地
域

と
の
連
携
に
よ
る
店
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、

山
梨
県
で
「
ス
ー
パ
ー
や
ま
と
」
を
10

店
舗
展
開
し
て
い
る
、
株
式
会
社
や
ま

と
代
表
取
締
役
・
小
林
久
氏
。

　

小
林
氏
は
、
大
型
ス
ー
パ
ー
進
出
に

よ
る
経
営
悪
化
を
乗
り
越
え
た
後
、
顧

客
や
地
域
へ
感
謝
の
意
を
込
め
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
と
語
っ
た
。

　

そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
例
と
し
て
、
店

舗
前
の
生
ご
み
処
理
機
設
置
、
エ
コ

バ
ッ
グ
無
料
配
布
、
自
治
体
と
の
防
災

協
定
締
結
、
過
疎
地
域
へ
の
移
動
販
売

な
ど
を
紹
介
し
た
。
小
林
氏
は
、
新
た

な
取
組
を
行
う
上
で
重
要
な
の
は
「
前

例
の
な
い
こ
と
を
す
る
」
こ
と
と
、「
本

業
以
外
で
は
儲
け
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
、
必
要
以
上
の
利
益
は
地
域
へ
還
元

す
る
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
実
践
し
て

い
る
と
経
営
観
を
語
っ
た
。

連
携
に
よ
る
店
づ
く
り
を
学
ぶ

下
仁
田
町
商
業（
協
）

LocalLocal
AreaArea

NewsNews

ト
ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に

よ
る
実
践
講
習

エ
ス
ピ
ー
シ
ー
関
越
理
美
容
事
業（
協
）

　

群
馬
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
今
川
守
会
長
）は
、
１
月
24
日
、
太
田

市
・
太
田
ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
太
田
地
域
の
若
手
商
業
者
を
対

象
に
「
経
営
に
活
か
す
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開

催
。
講
師
は
、
株
式
会
社
ラ
ポ
ー
ル
企

画
代
表
取
締
役
・
大
小
原
利
信
氏
。

　

ス
ト
レ
ス
の
一
番
の
原
因
は
職
場
の

人
間
関
係
に
あ
る
と
述
べ
、
根
底
に
は

　

下
仁
田
町
商
業
協
同
組
合
（
高
橋
徹

地域連携を語る小林氏
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認
知
症
に
よ
る
経
営
上
の
リ

ス
ク
を
周
知

群
馬
県
再
生
資
源
事
業（
協
）連
合
会

群
馬
県
物
流
人
材
育
成

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

群
馬
県
貨
物
運
送
事
業（
協
）連
合
会

大勢の参加者が聞き入っていた

事
業
承
継
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業（
協
）

　

群
馬
県
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合
連

合
会(

上
岡
克
己
会
長)

は
、１
月
29
日
、

渋
川
市
・
ホ
テ
ル
木
暮
に
お
い
て
、「
認

知
症
対
策
と
地
域
の
役
割
」
を
テ
ー
マ

に
講
習
会
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
公

益
財
団
法
人
老
年
病
研
究
所
附
属
病
院

院
長
・
高
玉
真
光
氏
。

　

高
玉
氏
は
ま
ず
、
認
知
症
と
は
「
後

天
的
な
原
因
に
よ
り
正
常
で
あ
っ
た
脳

の
知
的
な
働
き
が
慢
性
的
に
低
下
し
、

社
会
生
活
や
日
常
生
活
を
営
め
な
く
な

る
状
態
」
と
説
明
。
続
け
て
、
認
知
症

の
類
型
や
原
因
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、

判
断
基
準
、
予
防
法
等
を
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
で
最
も
重
要
な
こ

と
は
早
期
発
見
と
予
防
対
策
で
あ
る
と

強
調
。「
認
知
症
は
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
に
も
負
担
が
大
き
く
、
多
面
的
な

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
る
。
経
営
の
観

点
か
ら
も
、
家
族
介
護
の
負
担
が
、
自

社
の
廃
業
や
社
員
の
離
職
に
つ
な
が
る

リ
ス
ク
が
あ
る
」と
解
説
し
た
。結
び
に
、

高
齢
者
が
長
く
元
気
に
希
望
を
持
っ
て

働
き
続
け
ら
れ
る
地
域
の
構
築
に
、
取

り
組
む
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

ま
ず
、
事
業
承
継
の
考
え
方
に
つ
い

て
「
企
業
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

様
々
な
財
産
を
上
手
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
、
承
継
後
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
重
要
。
相
続
税
対
策
ば
か
り
が
重

視
さ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は
事
業
承
継

の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
後
継
者
に
と
っ

て
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
経
営
者
へ

の
脱
皮
で
あ
り
、
自
分
か
ら
打
っ
て
出

る
『
超
友
好
的
な
Ｍ
＆
Ａ
』
と
も
考
え

ら
れ
る
」
と
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
討
議
・
事
例
研

究
を
交
え
な
が
ら
、
事
業
承
継
対
策
の

詳
細
な
部
分
の
解
説
を
行
っ
た
。

　

群
馬
県
貨
物
運
送
事
業
協
同
組
合
連

合
会
（
武
井
宏
会
長
）
が
群
馬
県
か
ら

受
託
し
て
い
る
「
群
馬
県
物
流
人
材
育

　

群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合

(

小
山
淳
旨
理
事
長)

は
、
１
月
31
日
、

高
崎
市
・
高
崎
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
、「
事
業
承
継
の
基
本
と

実
践
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会

を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
税
理
士
・
笹

尾
博
樹
氏
。

成
・
確
保
対
策
事
業
」
の
一
環
で
、
２

月
３
日
、
前
橋
市
・
前
橋
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
群
馬
県
主
催

に
よ
る
「
群
馬
県
物
流
人
材
育
成
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会
員

組
合
を
中
心
に
物
流
企
業
関
係
者
ら

１
０
５
人
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
株
式
会
社
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ

ブ
・
ラ
イ
フ
代
表
取
締
役
・
原
正
紀
氏

が
「
採
用
難
時
代
の
人
材
採
用
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

次
い
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
群
馬
急
送
株
式
会
社
代
表
取
締
役

会
長
・
清
水
岩
夫
氏
、
み
つ
わ
運
輸
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
・
轟
英
治
氏
、
群

馬
小
型
運
送
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
・
川
手
和
義
氏
の
３
者
が
、
①
採
用
に

関
す
る
課
題
、
②
課
題
解
決
の
た
め
に
実

施
し
た
改
善
・
対
策
、
③
成
果
や
今
後
の

取
組
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
事
例
を
紹
介
し
た
。

高玉真光 氏

笹尾博樹 氏


